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緒 言

結 核補艦結 合反 鷹 ノ研究 ノ・飢 二古 クBordet及

Gengou(1)二 端 テ啓 キ、爾來今 日二至 ルマ デ諸

家 ニ ョリテ幾多 ノ業績 獲表 セ ラレタル ザ、本反

慮 ノ償値 ノ岐ル ・主要黙 ノ第 一ノ・「ア ンチゲ ン」

ノ優劣 ニア リ、第ニ ー操 作法 ノ正確如何 二因

ル、最近余ノ・鴻上氏新抗原 テ使用 シ東京市療養

所患者拉二封照 トシテ職員二就 キテ結核補禮結

合反慮テ行ヘタルテ以 テ其實験成績 テコ ・二報

告セントス。

第1章 實験方法

第1表 「ヘモリジソ」債測定豫備試験

及嘉聯 欝 購 靴 葦
100倍0・副0・ 一 一 蟻 葦

200"''"
.""難 藁

1器iiiil::liiii蕪

・6・・""・ ・"・ ・ 縣 完

　　1………出 ……■1

實験 ノァ法 ハ鴻上博 士等 ノ原著 固二詳述 セ ラレタ

ル テ以 テ軍 二要鮎 ノミテ略記 入ルニ止 ム
。

1)「 ヘ モ リジン」償測定

「ヘ モ リジンノ・」山羊血 清 ラ使 用 セ リ
。使 用 「ヘ モ

リジン」稀繹倍藪 ノ・不完全溶血、完全溶 血、卒均

稀稗倍数 ノ3倍 濃 度 ノモ ノラ用 フ.

第 ・表 ノ場合 一ノ・800吉1600× ・/3-4・ ・自Pチ

400倍 稀稗度 ノモノテ使用 ス。 溶血性補艦 ノ強

弱ノ・一定セザルラ以 テ補禮結合試験前 二毎同

「ヘモ リジン」値測定豫備試験 テナス
。

2)「 アンチゲ ン」自家抑制 ト使角量 ノ測定

毎本試験前二豫備試験 テ成 シ最大完全溶血量 ノ
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1/2量 テ使 用量 トス
。

3>補 膿

海狸5頭 ヨ リ心臓穿刺 ニ ヨ リ各2cc宛 探 血、血

清分離後1夜 氷室 二保存翌朝使用 ス。

4)被 検血清

患者血清 ノ・食前探 血560ニ テ30分 非 働性 トナ

シ、之 レラ氷室 二保存翌朝試験 二使用 ス。

5)本 試験

第2表 本 試 験

試
験

番

號

非
働

血

清

「

町
用チ
ゲ

量ソ
L

補

燈

15

倍

生剣
1

理鞭1

的水
内
容
混

評
C

重
湯
煎
3り

分
間

感

作
血

球
内
容
混

評
C

重
湯

煎
15

分
間

1 原

0.1cc
0.3cc 0.15cc 0.75cc 0.2cc

∬
5倍

0.1,,
0.3,, 0.15,,

一

〇.75,, 0.2,,

皿
15倍

0.1,,
0.3,, 0.15,, 0.75,, 0.2,,

IV 原

0.1,,

一 0.15,, 1.05,, 0.2,, 一

V 0.3,, 0.15,, 0.85,, 0.2,, 一

VI 0.15,, 1.15,,

一一

〇.2,, 一

(a)Ill皿 共 二溶血阻止 帯

(b)Illノ ミ溶血阻止 十十

(c)1ノ ミ溶血阻止 十

(d)1ノ ミ痕跡溶血阻止 ±

(e)全 部溶血

IV血 清封照V抗 原封照VI溶 血系統封照

6)吸 著法 ニヨル徽毒及結核 ノ類別

本試験 二用 ヰタル 新抗原Squalo-Tuberkulin

(S.T.)ノ・徽毒抗禮 ニ モ反庭iスル故 二徽毒血清

二於 テノ、果 シテ本反磨 ガ徽毒抗膿 ノミニヨリテ

惑起 セラレタルモ ノナルヤ、或 ヒノ・徽毒拉二結

核抗艦雨者 ノ存在ニヨリテ陽性反癒 テ呈 セルモ

ノナルヤテ決定スル事能ノ・ズ、殊 二雨者共一人

類 ノ普遍的疾患 ナルラ以テ此2者 テ類別 スル事

ノ・結核補艦結合試験上重大ナル意味テ有 ス。

其鑑別操作法ハ次 ノ如 シ。

徽毒血清1.Occ二 鴻上氏S.T.菌 吸著原5mg

ラ加へ孚L鉢内 ニテ磨砕、37℃ 重湯煎中二1時

間描置 シ、 ヨク抗膿 ラ吸著 セシメ、次 デ30分 遠

心沈澱(3000同)テ 行 ヒ、上血清 テ探取 シテ結核

補燈結合反慮 テ行 ヒ、吸著操作前 二行 ヒタル同
一血清 ノ補膿結合反慮 トテ比較 シテ結核抗膿 ノ

存否デ決定 セントλルモ ノナ リ。

今本操作前 ノ結核補膿結合反磨 ノ陽性度(十D一

シテ、操作後 ニノ・陽性度(+)二 減弱 セリトスレ

バ同血清中ニノ・吸著原二吸著 セラル可 キ結核抗

禮 ノ存在テ示 スモ ノニ シテ同血清 ノ結核補膿結

合反庶ノ・陽性 ナリ、之 レニ反 シテ結核補膿結合

反磨 ノ強度 ガ吸著操作前後同等 ナル時ニノ・吸著

原 二吸著 セラル可 キ結核抗膿 ガ存在セザル事 テ

示 シ該血清 ノ結核補髄結合反慮 ノ・陰性ナ リ。

7)非 働性血清 ヨ リ正常溶血素 テ除去 スル方

法

非働性血清 ヨリ正常溶血素ラ除去スル爲 ノニ非

働性血清0.5cc二 等量 ノ洗條山羊純 血球 テ加へ

370重 湯煎中二30分 間播置後遠心沈澱 シ其上血

清テ使用 入。

第2章 實験成績

第1節 東京市療養所患者拉二職員ノ成績

本反磨 テ東京市療養所 入院 患者655名 二試 ミタ447名 二於 テノ・陽性卒15.9%ラ 示 セ リ。

ルニ陽性傘88.9%、 封 照 トシテ選 ベル當所職員

第3表 職員蛇二患者 ノ成績

東 京 市 療 養 所 職 員 成 績
性 陰
十

生

東 京 市 療 養 所 患 者 成 績
陽

帯 十←

1.1%i2隻

71(15.9%

55

12.3%

陽
柵

一性_」 一陰
十

376(84.1%)

301
46%

86
13.1%
582(88.9%

生

195.

_29-・8%■;一 一_一 一 一
73(11.1%)
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第2節 非働 性結 核血 清 ヨ リ正 常 溶血 素除 去後 ノ成績

本反鷹陰性ナル結核非働性血清 ヨリ正常溶血素 中70名(29.8%)陽 性 トナリ患者二於 テノ・74名

テ除去セル後 二本反鷹 テ試 ミタルニ職員235名 中36名(48.6%)陽 性 トナレリ。

第4表 職員並二患者正常溶血素除去後ノ成績
1
職 員 正 常 溶 血 素 除 去 後 患 者 正 常 溶 血 素 除 去 後

陽 性1陰 性 陽 性 陰 性

帯1朴1+1 柵[什1+

3.§%1411%12211% 、。.§%15.量%{32翫
70(29.8%)1165 36(48.7%).138

第3節 本 反鷹iト赤血 球沈 降速 度 トノ關係

本反慮 ト赤血球沈降i速度 トノ關係テ観察セルニ 反慮強陽性 テ示 スモ〃 ・1時間値51mm以 上

患者男子426名 女子116名 線数542名 ニシテ本 ノモノ多 キモ他 二於 テノ・一定 ノ關係 ラ見ズ。

第5表 患・者補趨結合反磨ト赤沈ノ比較

患

謙
帯

朴

十

一

患者補髄結合反晦 ト赤沈 トノ關係 舎

51mm

以 上

108

45.8%

17

29.3%

29

29%

7

21.9%

51-41

10
4.2%

3
5.2%

10
10%

0

40-31

24

10.2%

7
12.1%

12
12%

3
9.4%

30-21

24

10.2%
一 豆「

8.6%

14

14%

0

27

11。4%

6

10.3%

16

16%

5

15.6%

患者補匿結合反磨 ト赤沈 トノ關係 ♀

赤沈

蓮20-1110-0度

補盟結合
反懸陽性度

冊
43
18.2%

20
34.5%

19
19%

17
53.1%

什

十

51mm

以 上

26

52%

10

50%

9

34.6%

4

20%

50-41

3
6%

1
5%

2
7.7%

2

10%

40-31

5
10%

3
15%

7
26.9%

2
10%

30-21

2
4%

2
10%

4
5.4%

1

%5

20-11

7
14%

2
10%

2
7.7%

5
25%

10-0

第4節 開放性結核及非開放性結核 ト本反慮 トノ關係

開放性結核269名 二 於 テ本反磨 陽性者257名

(95.5%)ニ シテ陰性者12名(4.5%)ナ リ。 非開

放性結核 二於 テハ215名 中 陽性者166名(81%)

ニ シテ陰性者49名(19%)ナ リ。即 チ最 モ 確實

ナル肺結核 二於 テハ本反磨 ノ陽性率 モ亦最高率

ヲ示 セ リ.

第6表

開放性並二非開放性結核 ト補結 トノ關係

補饅結合反雁i

菌 ノ有無
陽 性 陰 性

開 放 性 257(95.5%) 12(4.5%)

非 開 放 性 166(81%) 49(19%)

第5節 本 反雁 ト熱 トノ關係

i熱トノ關係 テ観ルニ有熱者324名 中本反鷹陽性 第7表

者294名(90.7%)陰 性 者30名(9.3%)ニ シテ無

熱 者160名 中本反慮 陽性者129名(80.6%)ニ シ

テ陰性者31名(19.4%)ナ リ.

即 チ有熱 者 ハ無熱 者 ヨリ高率 テ示 ス。

熱 型 ト本 反 磨 ト ノ 關 係

熱 型 補結鷹1陽 性 陰 性

37。 以 上

37。 以 下

294(90.7%)

129(80.6%)

30(9.3%)

31(19.4%)
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第6節 癩血清=Wス7v本 反磨

癩 血清10例 二本反鷹 テ 試 ミタルニ1例 弱陽性 テ示 シ他 ノ9例 ノ・強陽性 テ示 セ リ。

第8表 東京市療養所看護嬬 マソトー氏反磨陽性轄化前後 ノ結核補鰹結合反磨
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攣
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第7節
●

非結核 性封照 トシテ最 モ適當 ナルノ・Mantoux

反 磨 陰性者 ニ シテ本反鷹 ノ・是等 二封 シテ陰性 ナ

ラザル可 カ ラズ。

余 ハMantoux反 慮 陰性 ナル看護 婦21名 二就

補禮 結合 反雁 トMantoux反 雁 トノ關係 二就 テ

テ昭和10年 以來一 定期 間 テ置 キ 補禮結 合反磨

テ行 ヒタル ニ弱 陽性 テ示 セルモ ノ僅 カニ1名 ナ

リ。Mantoux反 慮 陽性轄化後R6ntgenニ テ

病竈 テ認 メザル モ ノ3名 中本反慮陽性 トナ レル
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モ ノ3各 一 シテ病竈 テ認 メタルモ ノ3名 中2名 ノ・本反磨 中等度陽性 ラ示 セ リ。(第8表)

第3章 結核補盤結合反磨二封スル槍討

余 ノ・結核補膿結合反庶 ト今 日用ヰ ラル ・諸種 ノ

結核診 断法 トテ比較観察 シタル テ以 テ弦 二本反

磨i二關 スル批判 テ下 サ ン トス。

1)健 康者 二封 スル所 謂非特異性反磨 ノ有無問

題

由來、結核補禮 結合反磨 ノ健康 者二封 スル結果

ノ批判 ノ・甚 グ嘔 々ニ シテー定 セザル観 ア リ。例

ヘバUrabain及Fried,Rajchmann,Ichok,

Besredka,Bass氏 等 ノ如 キノ・健康者 二封 スル

陽性率 ノ、零 ナ リ ト報 ズルニ 反 シテ、Armand-

Delille,Hillemand及Lestocquoy等 ・・陽性率

58%ノ 高 率 テ1唱ヘル ガ 如 キ 實験 者 ニヨ リ甚 グ

シキ差異 テ示 ス。斯 クノ如 キ差異 チ生 ズル因豫

テ考 察 スルニ大膿次 ノ如 キ條項 が圭要 ナルモ ノ

ナ リn

(A)臨 抹 的 二健 康者 ト看 倣 スベキ目標 ガ極 メテ

不確 實 デ ー定 セザル事

臨 脈的 二行 ノ・ル ・結核 ノ診断法 ナルモ ・ハ元來

精細 ナルモ ノニ非ザ ル上 二 臨躰 家 ノ技能 ノ優

劣、或 ノ・診断 法 ノ精粗等 ニ ヨツテ甚 シク其結果

及 見解 二相違 テ來 スモ ノナル事 ノ・何人 モ首肯 シ

得 ル事實 ナ リ。 甲轡 家 ノ健 康 ト目スル場合 二乙

書 家 ガ結核 ト認 ムルガ如 キ場合ノ・日常厘 ヒ遭遇

スル塵 ナ リ。畢 寛、如何 二練 達 セル臨休署家 ト

イヘ ドモ臨,1木的 二結核 ナル事 テ大罷i二於 テ診断

シ得 ル場合 ノ・結核 性病攣 ガ或 ル範 園以上 ヲ越 エ

ザ レバ不可能 ナルガ故 二今 日 ノ方法 ニテ活動 性

結核 テ認知 シ得 ザル場合 二於 テモ其存在 ラ絶封

的 二否定 スル能 ノ・ズ。 故 二從來 ノ臨休 的診断 法

ニテ活動 性結核 テ認知 シ得 ザル場合 二本反慮 陽

性 二出 デタル場合 ニノ・ソ ノ判 定 ノ・極 メテ愼重 ナ

ル吟味 テ要 ス。

(B)臨 抹 的活動1生結核(KlinischeaktiveTu-

berkulose)ト 生 物學 的活動 性結核(Biologische

aktiveTubukulose)ト テ混肴 セザル事

補 膿結合反慮 ノ眼 目ノ・臨脈的 二企及 シ得 ザ ル即

チ.臨沐的活動性結核 ヨ リモ省 ホー層 ノ前梯 ニ ア

ル時代 テ登見 シャ ウ ト入ル即 チKlinischナ ル

域 テ越 エ テBiologischト 云 フ黒占テモ含蓄 シテ

居 ル但 シ「ツベル クリン」二因 ル組織 細胞 ノ過 敏

或 ノ・Umstimmungノ 爲 二生 ズル反 慮 トノ・甚 グ

シク相 異 セル庭 ア リ。

此 ノ反 癒 テ呈 スル モ ノ ・内 ニ ノ・Biologische

aktiveTuberkuloseモ ア リ得 ノレガ然 ラザル モ

ノモ多数 二陽性 テ示 ス。治癒 シタル結核 ニ モ起

リ得 ル。 治癒 シタル結核 ・・決 シテBiologische

aktiveTuberkuloseニ ハ 非 ズBiologische

aktiveTuberkuloseナ ル言葉 ハ生結核 菌 ト個

膿 トノ間 二強弱 多少 二拘 ラズ雫闘レ 起 リツ ・ア

ル状態 テ意味 スル モ ノデ「ツベル ク リン」ニヨル

組 織細胞 ノ過敏性反慮 ノ如 キノ・概括的 二謂 ヘ バ

BiologischeReaktionトTl昌 ヘ ルガ至當 ナ リ ト

思惟 ス。本反慮 ノ如 キノ・過去 ガ現 在 力何 レカ ノ

時 二於 テ個膿 ガ結核 菌 ノ侵襲 ヲ受 ケ且 ツ或 ル程

度 ノ組織反慮 ノア リ シ謹 稼 トノ・ナ リ得 ル モ結核

ノ治癒 セルカ、潜 在 セル カ、活動 セル カナ ドノ・全

ク不關 ノモ ノデ アル、此 ノ黙 テ考慮 二置 カザ レ

バ錯 誤 ノ判断 テ招 ク基 トナ リ得 ルモ ノ ト信 ズ。

(i)Mantoux反 慮 陰性 ナル 者 二於 テノ・補艦 結

合反鷹 モ亦陰性 ナ リ。

(iiン外 観上或 ノ・臨林 上健康者 ト認 メタル補 膿結

合反癒陽性者 二於 ケル抗龍 ノ・吸著元 ニ ョリテ完

全 二除 去可能 ナル眞性抗膿 ナル事 テ立謹 シ得 タ

リ。

(iii)補膿 結 含反慮陽性 ナル結核 患者 ガ治癒 ノ道

程 ラ辿 ルニ際 シテ其 ノ陽性度次 第 二減 弱 シi途二

消失 ス〔M%

(iv)純 然 タル非特 異性補膿 非働 二基 ク補艦 結合

反磨 ノ陽性 ニ ア リテノ・吸著 ニ ヨツテ毫 末 モ減弱

乃至消失 セザル モノナル ガ勘 ク トモ余 ノ實験 セ

ル範 園 二於 テノ、人 血清 二起 ル補膿結合反癒 陽性

ナル場合 ニア リテノ・吸著 ニ ヨツテ除去 シ得 ル眞
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性抗膿 ナル事 テ認 メタル ガ如 キ事實 ヲ掲 ゲ得 ル

ガ爲 ナ リ。

2)結 核以外 ノ疾 患 二封 スル非特異性陽性反慮

問題

是 ハ確實 二存在 ス。就 中、徽 毒血満 デユ 氏反磨 陽

性 ナル モ ノニ於 テ鴻 上博 士 ノ新抗原 ラ使用 シタ

ル場合 ニ ア リテノ・殆 ン ド100%ノ 陽性 ラ呈 シタ

ル事 テ認 メタ リ。又癩 血清 二於 テモ然 リ、但 シ徽

毒 二封 スル陽性反磨 ノ場合 ノ鑑別法 ノ・鴻 上博 士

等 ノ方法即 チS.T.菌 粉 末 ラ吸牧元 トシテ血 清

學的 二可能 ナルガ故 二從來血清學上 ノ悩 ミノー

ツデアツタ問題 テ解決 シ得 タ リ。癩 トノ鑑別 二

至 ツテノ・血清學的 ニモ恐 ラク適確 ナル鑑別法 ノ・

至難 ナル モ吸著 ノ時間的關係 ヨ リス レバ鑑別 ノ

ー助 トモナ リノ・セヌカ ト思 ノ・ル ・モ此 ノ事 二關

シテノ・更 二今後 ノ實験結果 ヲ待 ツテ述 べソ トス。

余 ノ實験 ノ結果 ヨリ観 テ結核補禮結合反癒 ガ陽

性 ニ シテ且 ツ其 ノ抗膿 ガ特異吸牧元 ニ ヨツテ吸

著 可能 ナル モ ノノ・殆 ン ド悉 ク、個膿 ノ何 レカ ノ

場所 二流 血中 二抗禮 テ産出 スルニ足 レ可 キ 「ア

ンチゲ ン」性刺戟物質、即 チ結核病壁 ノ存在 セ

ルモ ノナ リ ト認 ム可 キモ ノナ リ、 中等度以上 ノ

陽性反鷹 テ呈 スルモ ノノ・多 クノ揚合 二於 テ、仔

細 二観察 ス レバ臨林的 ニモ或 ノ・「レン トゲ ン」上

ニモ所 見 テ認 ム。斯 ク親 ジ來 レバ 結核補 罷i結

合反慮 ナルモ ノノ・活動性結核(Biologisch及

Klinischノ 意 味 テ含 ム)ノ 診 断就 中其 ノ早期 診

断 上 二甚 グ特異的 ノ有 意義 ナルモ ノナ リ ト謂ハ

ザ ルテ得 ズ。余 ノ・更 二鴻 上及 余u2)ノ 創 案 セルS・

T.菌 粉 末 一 ヨリ血清 内 ノ抗禮 テ 吸著 シ其 ノ感

作抗元 ノミテ使用 シテ直 チニ補膣結合反慮 テ實

施 スル事 テ企 テ目下實験 中 ナルガ本方法 ニ ョリ

結核補膿結 合反 慮 ガ更 ニー段 ノ改良、進 歩 ノ過

程 テ経 ルニ至 ラバ甚 グ斯界 ノ爲 メニ欣 バ シキ事

ナ リ。

余13)ガ 襲 二行 ヘル典型 的結核 菌 ノ卵 黄 「アル カ

リ」水培 養 「ア ンチゲ ン」ラ以 テセル補燈結合反

慮 ノ・本同 ノSqualo-Tuberkulin新 抗 元 ラ以 テ

セル モ ノ幽比較 シテ確實 ナル結核疾患 二封 スル

陽性率ノ・低 ク反封 二臨鉢的 二健康 ナルモ ノニ封

スル陽性率 ハ高 キモ此 ノ理 由ノ・恐 ラク完 全 二保

持 セ ラ レタル典型 的結核 菌 ノ被膜 ノ或 ル物質 二

基 クモ ノナ ラン ト思惟 ス。 故 二良好 ナル結核性

「ア ンチゲ ン」ラ得 ル爲 ノニハ結核 菌株 テ撲揮 ス

ル事 ガ第一 二主要 ナル條 項 デ アル事 テ痛切 二感

ズル次 第 ナ リ。

第4章 総括及ビ結論

鴻 上博 士 ノ新抗元Squalo。TuberKulinテ 用 ヰ

東京市療養所患者蚊 二職員 二結核補艦結 合反慮

テ行 ヒ次 ノ如 キ結論 ラ得 タ リ。 ・

(1)當 所 入院患 者655名 二試 ミタル ニ強陽性者

301名(46%)中 等 度 陽性者86名(13.1%)弱 陽 性

者195名(29.8%)陰 性 者73名(11.1%)テ 示 シ

全撒 テ通 ジテ陽性率88.9%ナ リ。

(2)當 所 職員447名 二試 ミタル ニ強陽性者7名

(1.6%)中 等 度陽性者9名(2%)弱 陽 性者55名

(12.3%)陰 性 者376名(84.1%)ラ 示 シ全数 テ通

ジテ ノ陽性卒15.9%ナ リ。

(3)本 反 磨陰 性 ナル非働性結核患者虹 二職員血

清 ヨ リ正常溶血 素 テ除去 セル トキハ本反慮 ノ陽

性率 ノ壇加 テ示 ス。

(4)本 反 磨iト赤血球沈 降速度 バー定 ノ關係 テ見

ザル モ1時 間値51mm以 上 ノモ ノー於 テノ・強

陽性 テ示 スモ ノ多 シ。

(5)開 放 性結核患者 ノ・95.5%閉 鎖 性 ノ者 ノ・81

%ノ 陽 性卒 テ示 ス。

(6)熱 型 ヨ リ観 ル ニ有熱者90.7%無 熱 者 ノ・80.6

%ノ 陽 性卒 テ示 ス。

(7)徽 毒 血 清ノ・S.T.菌 粉 末 ニ ヨル鑑 別可能 ナ

ノレテ認 メタ リ.

(8)癩 血 清 二於 テノ・本反慮強 陽性 テ示 ス。

(9)先 二第12同 結 核病學會線 會 二 於 テ 結核菌

「アルカ リ」卵黄 水培 養 テ「アンチゲ ン」トシテ報

告 セル成績 ト今同Squalo-Tuberkulinテ 「アン

チグ ン」トセル ノ トテ 比較 セル ニ 患者陽性傘 ハ
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26・7%ノ 檜 加 テ見、職員 二於 テノ・14.5%ノ 陽性

卒 ノ減 少 テ 見 タ リ。前 「ア ンチゲ ン」一 比 シテ

Squalo-Tuberkulin(S.T.)ノ ・結核補禮結合反磨

ノ「アンチゲ ン」トシテー段 ノ進歩 テ示 シ結核性

疾 患 ノ診 断就中Biologisch及Klinischaktive

ノ早 期診断 上 二甚 グ特異性 アル有意義 訓 シテ慣

値 アルモノナル事テ認 メタリ.

本稿 ヲ登表 スルニ當 リ東京東療養所長田澤博士

二敬意テ表 シ併 セテ署務課長春木博士及鴻上博

士 ノ御指導二深謝 シ、併 セテ實験上 ノ便宜 テ賜

リタル留局諸兄村山全生病院池尻學士 二感謝
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